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心理的なwell-beingに対するノスタルジアの
機能に関する研究の動向
三宅　幹子
　ノスタルジアに関する心理学的な研究のうち，個人的ノスタルジア，すなわち，自伝的な
記憶の想起に伴って生じる，主としてポジティブな，もしくはbittersweetな感情体験等と
捉えられる，ポジティブ感情およびネガティブ感情を含む複合感情，についての研究を概観
した。ノスタルジアの概念の変遷やノスタルジアの文化的な共通性，ノスタルジアの神経学
的な基盤，心理的なwell-beingや精神的健康に対してノスタルジアが果たす機能，ノスタル
ジアとレジリエンスの関連等の観点から，得られた知見を整理し，この領域の研究の動向に
ついて検討した。
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はじめに
　ノスタルジア（nostalgia）とは，「自伝的な記憶
の想起に伴って生じる，主としてポジティブな，も
しくはbittersweetな感情体験」などと捉えられる，
ポジティブな感情とネガティブな感情の双方を含む
（ただしポジティブ感情のほうが優勢な）複合感情
の１つと考えられている（Davis, 1979; Wildschut, 
Sedikides, Arndt, & Routledge, 2006; Kikuchi & 
Noriuchi, 2017）。
　デーヴィス（1990）によれば，ノスタルジアとい
う言葉はギリシャ語のnostos（家へ帰る）とalgia（苦
しんでいる状態＝苦痛）に由来しており，故郷へ帰
りたいと切なく恋こがれるという意味をもつとい
う。この言葉はスイスの医学生であったJohannes 
Hoferによって1688年に作られ，その後18 ～ 19世
紀にかけて，医学的もしくは神経学的な疾病を指す
ものとして使用されてきた。20世紀に入り，不安，
悲しみ，ペジミズム，食欲減退，不眠などの精神医
学的な症候群を指すものへと変化していき，20世紀
の終わり頃まで，船の乗組員，兵士，移民，初年度
の寄宿生や大学生の場合に限り，ノスタルジアは心
理学的な疾病としての意味を有していたが（Batcho, 
2013; Sedikides & Wildschut, 2017），20世紀の終盤に
は，現在用いられているような誰でもが経験しうる
感情の一つとして捉えられ，一般的な用語としても“a 
sentimental longing or wistful affection for the past, 
typically for a period or place with happy personal 
associations” （New Oxford Dictionary of English, 
1998, p. 1266）などと認識されるようになった。
　その後，ノスタルジアに関する心理学的な実証的
研究として，ノスタルジアと記憶過程の研究（川口，
2011；瀧川・仲 , 2011など），ノスタルジアと消費
者行動や広告研究（Havlena & Holak, 1991; Brown, 
Kozinets , and Sherry, 2003; Schindler and 
Holbrook, 2003; Holbrook & Schindler, 2003など），
ノスタルジアが精神的健康や心理的なwell-beingに
もたらす効果の研究（Wildschut, Sedikides, Arndt, & 
Routledge, 2006; Cheung, Wildchut, Sedikides, 
Hepper, Arndt, & Vingerhoets, 2013; Routledge, 
Wildschut, Sedikides, Juhl, & Arndt, 2012など）など
が行われてきている。現在に至るまでの15年程度
の期間に，多くの心理学的な実証的知見が蓄積され
て状況は大きく変化し，ノスタルジアは，医学的な
疾病や精神医学的な障害や心理学的な病気ではな
く，栄養豊富で精神的な活力を提供する「心理的リ
ソース」として捉えられるようになってきていると
いう（Sedikides & Wildschut, 2017）。
　ところで，ノスタルジア研究の中では，いくつか
の形態のノスタルジアの分類が提唱されてきてい
る。
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　消費者行動や広告研究の流れの中で，Stern（1992）
は，ノスタルジアは個人的ノスタルジア（personal 
nostalgia）と歴史的ノスタルジア（historical 
nostalgia）に分けられるとした。歴史的ノスタルジ
アとは自分が生まれる前の遠い時代に思いをはせ再
現された過去を理想化することを指し，個人的ノス
タルジアとは，個人の記憶すなわち自分の過去を理
想化する感情であるという。また，Baker & Kennedy
（1994）は，ノスタルジアには，実体験ノスタルジア
（real nostalgia；実際に経験した過去に対する懐古感
情），疑似体験ノスタルジア（simulated nostalgia；
間接的に経験する過去に対する懐古感情），集合的ノ
スタルジア（collective nostalgia；文化や民族，世代
全体の表象となる懐古感情）の３つのレベルがある
としている。さらに，Havlena & Holak（1996）は，
個人的経験に関するものか集合としての経験に関す
るものかという観点，および，直接的に経験してい
るか他者の体験談など間接的なものかという観点，
の2つの観点を組み合わせて，個人的ノスタルジア
（personal nostalgia；個人的かつ直接的），インター
パーソナルノスタルジア（interpersonal nostalgia；
個人的かつ間接的），文化的ノスタルジア（cultural 
nostalgia；集合的かつ直接的），バーチャルノスタ
ルジア（virtual nostalgia；集合的かつ間接的）の
４分類を提案している。
　その他，Wildschut, Bruder, Robertson, van Tilburg, 
& Sedikides（2014）では，特定の社会的アイデンティ
ティ，もしくは特定の集団の成員としての自分につ
いて考える際に生じるもので（すなわち，集団的レ
ベルでの自己カテゴリ化；Iyer & Leach, 2009），そ
れに関連した出来事や物事に関わるノスタルジアを，
集合的ノスタルジア（collective nostalgia）と呼んで
いる。さらに，Leunissen, Sedikides, Wildschut, & 
Cohen（2016）は，組織的ノスタルジア（organizational 
nostalgia）を提唱し，これを，個人の組織における
生活に関する過去の出来事や側面についての感傷的
な切望や物思いに沈んだ感情（a sentimental longing 
or wistful affection for past events and aspects of 
one’s organizational life）もしくは，仕事の領域での
過去経験に特化したノスタルジックな物思い（the 
nostalgic reverie that centers specifically on past 
experiences in the work domain）と定義している。
個人的ノスタルジアとの違いについては，仕事に関
する領域なのかそれともプライベートに関する領域
なのかという領域の違いであるとしている。
　本稿冒頭で述べたノスタルジアの捉えは，こうし
た分類の中では個人的ノスタルジアにあたるもので
ある。本稿では，複合感情としての個人的ノスタル
ジアについてとりあげ，まず最初に，ノスタルジア
の文化間，国間での共通性に関する研究，ノスタル
ジアの神経学的な基盤に関する研究など，基礎的な
研究を概観する。その後，ノスタルジアが「心理的
なリソース」として心理的なwell-beingや精神的健
康にもたらす効果に関する研究の動向を概観する。
最後に，ノスタルジアとレジリエンスの関連につい
ての研究に焦点を当てて得られた知見を整理する。
なお，これ以降の部分では，特別な記載のある場合
を除き，個人的ノスタルジアのことをノスタルジア
と呼ぶこととする。
ノスタルジアの文化間，国間での共通性
　ノスタルジア概念の文化的な一貫性について調べ
るために，Hepper, et al.（2014）は，５大陸，18か
国の大学生を対象に，Hepper, Ritchie, Sedikides, 
& Wildschut （2012）においてイギリスとアメリカ
で同定した35のノスタルジアに関する語を使用し
て，ノスタルジアとそれらの語との関連性の強さに
ついて評定をもとめた。その結果，評定値にはほと
んどの国の間で高い正の相関がみられ，ノスタルジ
アの概念として各国間に実質的な一致がみられると
考察している。また，多くの国間で，何をノスタル
ジア概念の典型的属性とみなし，何を周辺的属性と
みなすかについても同様の傾向が示されたことを報
告している。これらの結果から，国間，文化間で，
ノスタルジア概念の中核的な部分については共通性
が認められ，ノスタルジアが汎文化的感情であると
いう見方が支持されたとしている。
　特に日本とイギリスの比較については，楠見
（2014）において報告されており，日本とイギリス
ではノスタルジアに対する評定の相関は .84とかな
り高いこと，日英で評定値に差のみられた部分は，
「あこがれ（Wishing/desire）」「白昼夢（Dreams/
daydreaming）」であり，日本はこれらの評定値が
低くイギリスは高いことなどが示されている。
ノスタルジアの神経学的な基盤
　感情の神経学的な基盤については，神経―生理心
理学の文脈では扁桃体を中心にしたニューロンのシ
ステムであるとされているが（大平，2010），ノス
タルジアのように，感情要素だけでなく自伝的記憶
のような記憶や認知的要素も関連する複合的な活動
には，より多くの脳部位が関連することが知られて
いる。
　私たちがノスタルジアを経験する際の神経学的な
基盤については，いくつかのニューロイメージング
の手法を用いた研究がなされており，以下のような
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知見が得られているという（Oba, Noriuchi, Atomi, 
Moriguchi, & Kikuchi, 2016）。まず，Trost, Ethofer, 
Zentner, & Vuilleumier （2012）は，fMRI（functional 
magnetic resonance imaging）を用いた研究により，
穏やかさや安らかさ，ノスタルジアのような感情を
喚起する音楽を聴いている際の神経回路を検討し，
このような高誘意性／低覚醒性の感情経験は，膝下
／吻側前帯状皮質，体性感覚野，内側運動皮質だけ
でなく，海馬，海馬傍回，腹側線条体，前頭前皮質
腹内側部といった，様々な脳領域を活性化すること
を示した。また，Matsunaga, Bai, Yamakawa et al. 
（2013）は，ポジトロン断層法（positron emission 
tomography：PET）を用いて，匂い刺激によって
喚起された，ノスタルジアをともなう自伝的記憶に
ついて検討し，そのような自伝的記憶は楔前部と内
側眼窩前頭皮質の賦活と結びついていることを示し
ている。また，それら２か所の賦活については，記
憶と報酬系の関連性を示唆する正の相関がみられた
ことも示している。
　さらにOba, Noriuchi, Atomi, Moriguchi, & Kikuchi 
（2016） は，fMRIを用いた研究により，ノスタルジ
アを喚起する視覚刺激により，海馬と報酬系（腹側
線条体と黒質／腹側被蓋野）の活動が喚起されるこ
とから，ノスタルジアを感じる経験には記憶系と報
酬系の働きが含まれることを示した。加えて，右腹
側線条体の活動は両側海馬前部の活動と相関があり，
左腹側線条体の活動は左海馬後部の活動と相関が
あった。さらに左海馬前部と右腹側線条体との活動
相関の値は，ノスタルジアの感じやすさの個人差と
相関を持っており，このことから，海馬と腹側線条
体との活動相関はノスタルジアを感じることに重要
な役割を果たすことが示唆された。加えて，「感情的・
個人的な重要性（emotional and personal significance）」
は，黒質／腹側被蓋野と左海馬前部の活動と相関があ
り，「時間的な遠隔性（chronological remoteness）」は
黒質／腹側被蓋野吻側部の活動と相関があった。この
ことから，ノスタルジアの異なる側面，すなわち，「感
情的・個人的な重要性」と「時間的な遠隔性」の各
側面は，記憶系，報酬系に関する脳領域の中でも，
それぞれ異なった神経活動によって支えられている
と考察している。また，Kikuchi & Noriuchi（2017）
では，これらの知見に基づきノスタルジアの神経学
的モデルを提案している。
心理的なwell-beingや精神的健康におけるノスタ
ルジアの機能
　ノスタルジア研究の大まかな流れとして，初期の
ころの疾病や障害としての見方から，誰もが経験し
うる感情体験という認識へと変化し，さらに，自伝
的記憶とポジティブ感情とネガティブ感情が入り混
じったbittersweetな複合感情として捉えられるよう
になっていったことは先に述べたとおりである。そ
うした中で，ノスタルジアを経験することが，個人
にとっての幸せだった記憶や親しい人との関係を呼
び起こさせ，ひいては自分の人生に対する意味付け
をもたらす（Sedikides & Wildschut, 2017）機能を有
することに注目が集まるようになった。例えば，ノ
スタルジアの機能について，Sedilikides, Wildschut, 
Gaertmer, Routledge, Arndt（2008）は，ノスタルジ
アがもつ機能として，⑴ポジティブ感情，⑵自己肯
定感の維持・向上，⑶社会的絆の強化，⑷人生の意
味付け，を挙げている。また，Brown & Himphreys
（2002）は，アイデンティティの発達や再構成にお
いてノスタルジアが持つ機能を検討している。ノス
タルジアが心理的なwell-beingを向上させることに
ついては研究者間でのコンセンサスが得られるよう
になってきており（Batcho & Shikh, 2016），ここ
では，こうした観点からノスタルジアが心理的な
well-beingや精神的健康に対して持つ機能について
検討した研究を，Wildschut, Sedikides & Cordaro 
（2011），Sedikides & Wildschut （2016），Sedikides 
& Wildschut （2017）などのレビューをもとに概観
する。
　社会的な領域　まず，社会的な領域について検討
した研究としては，プロトタイプに基づく操作（中
心的［または周辺的］プロトタイプのリストのうち
５つ以上にあてはまる特徴を持つエピソードを，人
生の中から想起し記述する課題を行わせる），匂い，
ERT（event reflection task；ノスタルジアの定義を
示しそれに適合する出来事を想起させる課題）など
の方法のいずれかを用いて喚起したノスタルジア
が，社会的なつながりの感覚（愛されたり守られる
感覚や，愛する人や信頼する他者との結びつきの感
覚など）を喚起させることを，統制群との比較から
示したものがある（Wildschut, Sedikides, Arndt, & 
Routledge, 2006; Hepper, Ritchie, Sedikides, & 
Wildschut, 2012; Reid, Green, Wildchut, & 
Sedikides, 2014）。また，ERTにより喚起したノス
タルジアがソーシャルサポートの感覚を強めること
（Zhou, Sedikides, Wildschut, & Gao, 2008），およ
び，愛着における不安や回避を低減することにより，
愛着システムの安定性をより強いものにすること
（Wildschut, Sedikides, Arndt, & Routledge, 2006）
も示されている。
　自己に関する領域　次に，自己に関する領域につ
いて検討した研究としては，匂いや歌，もしくは，
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　消費者行動や広告研究の流れの中で，Stern（1992）
は，ノスタルジアは個人的ノスタルジア（personal 
nostalgia）と歴史的ノスタルジア（historical 
nostalgia）に分けられるとした。歴史的ノスタルジ
アとは自分が生まれる前の遠い時代に思いをはせ再
現された過去を理想化することを指し，個人的ノス
タルジアとは，個人の記憶すなわち自分の過去を理
想化する感情であるという。また，Baker & Kennedy
（1994）は，ノスタルジアには，実体験ノスタルジア
（real nostalgia；実際に経験した過去に対する懐古感
情），疑似体験ノスタルジア（simulated nostalgia；
間接的に経験する過去に対する懐古感情），集合的ノ
スタルジア（collective nostalgia；文化や民族，世代
全体の表象となる懐古感情）の３つのレベルがある
としている。さらに，Havlena & Holak（1996）は，
個人的経験に関するものか集合としての経験に関す
るものかという観点，および，直接的に経験してい
るか他者の体験談など間接的なものかという観点，
の2つの観点を組み合わせて，個人的ノスタルジア
（personal nostalgia；個人的かつ直接的），インター
パーソナルノスタルジア（interpersonal nostalgia；
個人的かつ間接的），文化的ノスタルジア（cultural 
nostalgia；集合的かつ直接的），バーチャルノスタ
ルジア（virtual nostalgia；集合的かつ間接的）の
４分類を提案している。
　その他，Wildschut, Bruder, Robertson, van Tilburg, 
& Sedikides（2014）では，特定の社会的アイデンティ
ティ，もしくは特定の集団の成員としての自分につ
いて考える際に生じるもので（すなわち，集団的レ
ベルでの自己カテゴリ化；Iyer & Leach, 2009），そ
れに関連した出来事や物事に関わるノスタルジアを，
集合的ノスタルジア（collective nostalgia）と呼んで
いる。さらに，Leunissen, Sedikides, Wildschut, & 
Cohen（2016）は，組織的ノスタルジア（organizational 
nostalgia）を提唱し，これを，個人の組織における
生活に関する過去の出来事や側面についての感傷的
な切望や物思いに沈んだ感情（a sentimental longing 
or wistful affection for past events and aspects of 
one’s organizational life）もしくは，仕事の領域での
過去経験に特化したノスタルジックな物思い（the 
nostalgic reverie that centers specifically on past 
experiences in the work domain）と定義している。
個人的ノスタルジアとの違いについては，仕事に関
する領域なのかそれともプライベートに関する領域
なのかという領域の違いであるとしている。
　本稿冒頭で述べたノスタルジアの捉えは，こうし
た分類の中では個人的ノスタルジアにあたるもので
ある。本稿では，複合感情としての個人的ノスタル
ジアについてとりあげ，まず最初に，ノスタルジア
の文化間，国間での共通性に関する研究，ノスタル
ジアの神経学的な基盤に関する研究など，基礎的な
研究を概観する。その後，ノスタルジアが「心理的
なリソース」として心理的なwell-beingや精神的健
康にもたらす効果に関する研究の動向を概観する。
最後に，ノスタルジアとレジリエンスの関連につい
ての研究に焦点を当てて得られた知見を整理する。
なお，これ以降の部分では，特別な記載のある場合
を除き，個人的ノスタルジアのことをノスタルジア
と呼ぶこととする。
ノスタルジアの文化間，国間での共通性
　ノスタルジア概念の文化的な一貫性について調べ
るために，Hepper, et al.（2014）は，５大陸，18か
国の大学生を対象に，Hepper, Ritchie, Sedikides, 
& Wildschut （2012）においてイギリスとアメリカ
で同定した35のノスタルジアに関する語を使用し
て，ノスタルジアとそれらの語との関連性の強さに
ついて評定をもとめた。その結果，評定値にはほと
んどの国の間で高い正の相関がみられ，ノスタルジ
アの概念として各国間に実質的な一致がみられると
考察している。また，多くの国間で，何をノスタル
ジア概念の典型的属性とみなし，何を周辺的属性と
みなすかについても同様の傾向が示されたことを報
告している。これらの結果から，国間，文化間で，
ノスタルジア概念の中核的な部分については共通性
が認められ，ノスタルジアが汎文化的感情であると
いう見方が支持されたとしている。
　特に日本とイギリスの比較については，楠見
（2014）において報告されており，日本とイギリス
ではノスタルジアに対する評定の相関は .84とかな
り高いこと，日英で評定値に差のみられた部分は，
「あこがれ（Wishing/desire）」「白昼夢（Dreams/
daydreaming）」であり，日本はこれらの評定値が
低くイギリスは高いことなどが示されている。
ノスタルジアの神経学的な基盤
　感情の神経学的な基盤については，神経―生理心
理学の文脈では扁桃体を中心にしたニューロンのシ
ステムであるとされているが（大平，2010），ノス
タルジアのように，感情要素だけでなく自伝的記憶
のような記憶や認知的要素も関連する複合的な活動
には，より多くの脳部位が関連することが知られて
いる。
　私たちがノスタルジアを経験する際の神経学的な
基盤については，いくつかのニューロイメージング
の手法を用いた研究がなされており，以下のような
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ERTやノスタルジアの中心的なプロトタイプ的特
徴に適合する物語の作成を求める課題を用いて喚起
したノスタルジアが，自尊感情を高めることを示し
たものがある（Wildschut, Sedikides, Arndt, & 
Routledge, 2006; Hepper, Ritchie, Sedikides, & 
Wildschut, 2012; Cheung, Wildchut, Sedikides, 
Hepper, Arndt, & Vingerhoets, 2013）。いずれもノ
スタルジアが喚起された参加者は，統制群に比べ，
高い自尊感情を示している。さらにオプティミズム
についても，ノスタルジアがオプティミズムを高め
ることが知られている。ERTにより導出したノス
タルジックなナラティブの中には，統制群のナラ
ティブに比べ，より多くのオプティミスティックな
言及が含まれていた（Cheung, Wildchut, Sedikides, 
Hepper, Arndt, & Vingerhoets, 2013）。また，匂い
によって喚起されたノスタルジアも，オプティミズ
ムを高めること（Reid, Green, Wildchut, & Sedikides, 
2014），ノスタルジックな参加者はそうでない者に
比べ，よりオプティミスティックであること
（Cheung, Wildchut, Sedikides, Hepper, Arndt, & 
Vingerhoets, 2013）が報告されている。
　ノスタルジアによる自尊感情やオプティミズムの
高揚については，「ノスタルジアが社会的なつなが
りの感覚を高め，社会的なつながりの感覚が自尊感
情を高め，自尊感情がオプティミズムを高める」と
いう因果関係の過程が想定されており，この過程と
整合するデータも報告されている（Cheung, 
Wildchut, Sedikides, Hepper, Arndt, & Vingerhoets, 
2013）。
　実存的な領域　実存的な領域について検討した研
究としては，以下のようなものがある。これらの研
究においては，ノスタルジックな記憶は，過去の重
要な出来事や大切な人にまつわるものであり，その
ような記憶は個人に人生の意味付けを与えてくれる
であろうとの見方から「ノスタルジアは人生を意味
あるものとして捉える感覚を増幅させる」との仮説
に基づき検討がなされている。匂いによって喚起さ
れたノスタルジアは人生の意味づけを増加させるこ
と（Reid, Green, Wildchut, & Sedikides, 2014），ERT
もしくはプロトタイプに基づく操作によってノスタ
ルジックになるよう誘導された参加者は統制群の参
加者に比べ，人生をより意味あるものと捉えること
（Van Tilburg, Igou, & Sedikides, 2013; Hepper, 
Ritchie, Sedikides, & Wildschut, 2012）が報告されて
いる。さらに，「ノスタルジックな出来事を想起す
る条件群」，「通常の出来事を想起する条件群」，「将
来起こってほしい出来事を想起する条件群」の間で
比較した結果，「ノスタルジックな出来事を想起す
る条件群」が最も人生を意味あるものと捉えていた。
また，「ノスタルジックな出来事を想起する条件群」
は，「ポジティブな過去を想起する条件群」との比
較において，意味を追求しようとする傾向は低かっ
た（おそらく意味付けが得られているため）という
（Routledge, Wildschut, Sedikides, Juhl, & Arndt, 
2012）。
　個人が実存的な脅威に直面した際には，社会的な
つながりがwell-beingや適応機能を強化する（Arndt, 
Routledge, Greengerg, & Sheldon, 2005）ことが示
されていることから，ノスタルジアの実存的な機能
については，ノスタルジアが社会とのつながりの感
覚を高めることを介して人生の意味づけがもたらさ
れると想定される。この点についてはRoutledge, 
Wildschut, Sedikides, Juhl, & Arndt（2012）におい
て，歌詞もしくは歌によって喚起したノスタルジア
を用いて実証されている。
　さらにこの点については，ノスタルジアの意味付
けをもたらす機能に関する一連の研究をレビューし
た，Sedikides & Wildschut（2017）において以下
のようにまとめられている。すなわち，ノスタルジ
アが意味付けをもたらすメカニズムとは，社会的な
つながり（所属と受容の感覚），および，自己の連
続性（self-continuity; 個人の過去と現在との間のつ
ながりの感覚）であるという。実験的に操作したノ
スタルジアが社会的なつながりの感覚を高め，さら
にそれが自己の連続性の感覚を向上させることを実
証したことから（Sedikides, Wildschut, Cheung, 
Routledge, Hepper, Arndt, Vail, Zhou, Brackstone, 
& Vingerhoets, 2016），それらの知見に基づき，「ノ
スタルジア→社会的なつながりの感覚→自己の連続
性の感覚→意味付け」というプロセスが想定できる
と述べられている。
　またSedikides & Wildschut（2017）では，ノス
タルジアによってもたらされた意味付けの結果とし
て，個人の最も重要な目標を追求しようとするモチ
ベーションの向上，働くことへの意味付けによる転
職の意図の緩和を挙げている。
　バッファーとしての機能　上記のような機能に加
えて，ノスタルジアには，ネガティブな心理状態に
おいて喚起され，ネガティブな心理状態を修復する
機能があるということも知られている。すなわち，
精神的健康や心理的なwell-beingを脅かすものに対
するバッファーとしての役割があるとみられてい
る。この点に関するいくつかの研究から，以下のよ
うなことが示されている。
　回避動機づけ（avoidance motivation）と接近動
機づけ（approach motivation）を取り上げて，ノス
心理的なwell-beingに対するノスタルジアの機能に関する研究の動向
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タルジアの，ネガティブな心理状態に対するバッ
ファーとしての機能を検討したStephan, Wildschut, 
Sedikides, Zhou, He, Routledge, Cheung, & 
Vingerhoets（2014）では，回避したい将来の出来事
5つを想起させることにより回避モチベーションを
高める操作を施した実験群においては，統制群（通
常の，もしくは好ましい出来事を想起）と比較し，
回避モチベーションが高まり，状況的なノスタルジ
ア（Batcho（1995）のNostalgia Inventoryの状況
的ノスタルジアバージョンを使用）が喚起されてい
た。回避モチベーションは接近モチベーションを低
下させていたが，それと同時に，回避モチベーショ
ンによって喚起されたノスタルジアが接近モチベー
ションを高めていた。この結果から，ネガティブな
心理状態（回避モチベーションの上昇）によってノ
スタルジアが喚起され，喚起されたノスタルジアは
接近モチベーションを高めてネガティブな心理状態
に対してポジティブな方向への修復をもたらしたと
考えられる。
　同様の働きは，孤独感についても確認されている。
Zhou, Sedikides, Wildschut, & Gao（2008）では，
一連の調査と実験により，孤独感の操作によって（統
制群と比較して）高い孤独感を喚起された参加者は，
ソーシャルサポートの知覚が低下するが，一方でそ
のことによりノスタルジアが誘発され，誘発された
ノスタルジアはソーシャルサポートの知覚を呼び起
こすことによって孤独感を減退させていたと報告し
ている。すなわち，孤独感からソーシャルサポート
の知覚への影響過程として，直接的な影響過程と間
接的な影響過程の二つを指摘している（Figure 1）。
直接的な影響過程とは，「孤独感がソーシャルサポー
トの感覚を低下させる」というルートであるのに対
し，間接的な影響過程は，「孤独感がノスタルジア
を誘発し，誘発されたノスタルジアがソーシャルサ
ポートの知覚を向上させる」というルートである。
ノスタルジアを統制すると，孤独感がソーシャルサ
ポートに及ぼす影響がより強くなることから，間接
的な影響過程の有意性を確認している。
　さらに，Sedikides（2012）は，実験課題と操作さ
れた課題成績のフィードバックを用いて，自己に対
する脅威的な情報を与えられた際の反応を検討した。
その結果，ノスタルジアを高められた参加者には，
統制群と比較して防衛的な反応が低いことを報告し
ている。また，Routledge, C., Arndt, J., Wildschut, T., 
Sedikides, C., Hart, C. M., Juhl, J., Vingerhoets, Ad J. 
J. M., & Schlotz, W. （2011）も，実存的な脅威を与え
られる情報を提示され，さらにそのことによってノ
スタルジアを高められた実験参加者においては，統
制群と比較して防衛的な反応が少ないことを報告し
ている。これらのことから，自己に対する脅威や実
存的な脅威に対しても，ノスタルジアを高めること
で，ノスタルジアがそれらの脅威に対するバッ
ファーとして機能するために，結果的に，統制群と
比較して防衛的な反応が生じにくくなるのだと説明
している。
　またSedikides & Wildschut（2017）では，意味
付けへの脅威や死の脅威など，実存的な脅威につい
て，ノスタルジアがそれらを緩和する機能を持つこ
と，および，人生の意味付けの喪失によって生じる
一時的・慢性的な問題へのノスタルジアの効用につ
いても一連の研究をレビューしている。
ノスタルジアとレジリエンスの関連
　ノスタルジアがネガティブな心理状態の回復を導
く機能や，心理的な脅威に対するバッファーとして
の機能に関する研究について概観してきたが，そう
した機能を果たすという点である程度類似した心理
学的な概念として，レジリエンス（resilience）を
挙げることができる。レジリエンスとは，衝撃的な
ことや損傷や障害などから回復する力もしくはその
影響に耐える力と定義され（Garmezy, 1991），レジ
リエントな個人は，トラウマティックな出来事や好
ましくない環境（テロリストの急襲や離婚，配偶者
の死や貧困など）にさらされた際に，最初は落ち込
みを経験するが，その後の過程においては長期にわ
たり安定して健康的な機能を示すことが特徴的であ
るとされている。また，個人的・社会的な責任も効
果的に遂行することができ，創造的な活動にも携わ
るという（Bonanno, 2004; 2005）。
　ここでは，ノスタルジアとレジリエンスの関連に
ついての知見を提供する研究を概観し，両者の関係
について検討することとする。
　個人特性としての，ノスタルジアを感じる傾向と
レジリエンスとの相関関係について検討したものと
Figure 1　「孤独感」から「ソーシャルサポートの知覚」
への２つの影響過程（Zhou, Sedikides, Wildschut, & 
Gao （2008） のFig.1, Fig. 2を参考に作成）
孤独感 
ソーシャル 
サポートの知覚 
ノスタルジア 
＋ ＋ 
－
（間接的な影響過程）
（直接的な影響過程）
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ERTやノスタルジアの中心的なプロトタイプ的特
徴に適合する物語の作成を求める課題を用いて喚起
したノスタルジアが，自尊感情を高めることを示し
たものがある（Wildschut, Sedikides, Arndt, & 
Routledge, 2006; Hepper, Ritchie, Sedikides, & 
Wildschut, 2012; Cheung, Wildchut, Sedikides, 
Hepper, Arndt, & Vingerhoets, 2013）。いずれもノ
スタルジアが喚起された参加者は，統制群に比べ，
高い自尊感情を示している。さらにオプティミズム
についても，ノスタルジアがオプティミズムを高め
ることが知られている。ERTにより導出したノス
タルジックなナラティブの中には，統制群のナラ
ティブに比べ，より多くのオプティミスティックな
言及が含まれていた（Cheung, Wildchut, Sedikides, 
Hepper, Arndt, & Vingerhoets, 2013）。また，匂い
によって喚起されたノスタルジアも，オプティミズ
ムを高めること（Reid, Green, Wildchut, & Sedikides, 
2014），ノスタルジックな参加者はそうでない者に
比べ，よりオプティミスティックであること
（Cheung, Wildchut, Sedikides, Hepper, Arndt, & 
Vingerhoets, 2013）が報告されている。
　ノスタルジアによる自尊感情やオプティミズムの
高揚については，「ノスタルジアが社会的なつなが
りの感覚を高め，社会的なつながりの感覚が自尊感
情を高め，自尊感情がオプティミズムを高める」と
いう因果関係の過程が想定されており，この過程と
整合するデータも報告されている（Cheung, 
Wildchut, Sedikides, Hepper, Arndt, & Vingerhoets, 
2013）。
　実存的な領域　実存的な領域について検討した研
究としては，以下のようなものがある。これらの研
究においては，ノスタルジックな記憶は，過去の重
要な出来事や大切な人にまつわるものであり，その
ような記憶は個人に人生の意味付けを与えてくれる
であろうとの見方から「ノスタルジアは人生を意味
あるものとして捉える感覚を増幅させる」との仮説
に基づき検討がなされている。匂いによって喚起さ
れたノスタルジアは人生の意味づけを増加させるこ
と（Reid, Green, Wildchut, & Sedikides, 2014），ERT
もしくはプロトタイプに基づく操作によってノスタ
ルジックになるよう誘導された参加者は統制群の参
加者に比べ，人生をより意味あるものと捉えること
（Van Tilburg, Igou, & Sedikides, 2013; Hepper, 
Ritchie, Sedikides, & Wildschut, 2012）が報告されて
いる。さらに，「ノスタルジックな出来事を想起す
る条件群」，「通常の出来事を想起する条件群」，「将
来起こってほしい出来事を想起する条件群」の間で
比較した結果，「ノスタルジックな出来事を想起す
る条件群」が最も人生を意味あるものと捉えていた。
また，「ノスタルジックな出来事を想起する条件群」
は，「ポジティブな過去を想起する条件群」との比
較において，意味を追求しようとする傾向は低かっ
た（おそらく意味付けが得られているため）という
（Routledge, Wildschut, Sedikides, Juhl, & Arndt, 
2012）。
　個人が実存的な脅威に直面した際には，社会的な
つながりがwell-beingや適応機能を強化する（Arndt, 
Routledge, Greengerg, & Sheldon, 2005）ことが示
されていることから，ノスタルジアの実存的な機能
については，ノスタルジアが社会とのつながりの感
覚を高めることを介して人生の意味づけがもたらさ
れると想定される。この点についてはRoutledge, 
Wildschut, Sedikides, Juhl, & Arndt（2012）におい
て，歌詞もしくは歌によって喚起したノスタルジア
を用いて実証されている。
　さらにこの点については，ノスタルジアの意味付
けをもたらす機能に関する一連の研究をレビューし
た，Sedikides & Wildschut（2017）において以下
のようにまとめられている。すなわち，ノスタルジ
アが意味付けをもたらすメカニズムとは，社会的な
つながり（所属と受容の感覚），および，自己の連
続性（self-continuity; 個人の過去と現在との間のつ
ながりの感覚）であるという。実験的に操作したノ
スタルジアが社会的なつながりの感覚を高め，さら
にそれが自己の連続性の感覚を向上させることを実
証したことから（Sedikides, Wildschut, Cheung, 
Routledge, Hepper, Arndt, Vail, Zhou, Brackstone, 
& Vingerhoets, 2016），それらの知見に基づき，「ノ
スタルジア→社会的なつながりの感覚→自己の連続
性の感覚→意味付け」というプロセスが想定できる
と述べられている。
　またSedikides & Wildschut（2017）では，ノス
タルジアによってもたらされた意味付けの結果とし
て，個人の最も重要な目標を追求しようとするモチ
ベーションの向上，働くことへの意味付けによる転
職の意図の緩和を挙げている。
　バッファーとしての機能　上記のような機能に加
えて，ノスタルジアには，ネガティブな心理状態に
おいて喚起され，ネガティブな心理状態を修復する
機能があるということも知られている。すなわち，
精神的健康や心理的なwell-beingを脅かすものに対
するバッファーとしての役割があるとみられてい
る。この点に関するいくつかの研究から，以下のよ
うなことが示されている。
　回避動機づけ（avoidance motivation）と接近動
機づけ（approach motivation）を取り上げて，ノス
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して，Batcho & Shikh（2016）がある。そこでは，
個人的なノスタルジアの感じやすさ（Nostalgia 
Inventory （Batcho, 1995; 1998; 2007）を用いて測定）
と，予期的なノスタルジア（anticipated nostalgia; 
過ぎ去ってしまう前に現在について惜しむこと）の
感じやすさ（Survey of Anticipatory Nostalgiaによ
り測定）を取り上げて，それぞれとレジリエンス
（The Brief Resilience Scale （Smith, Dalen, 
Wiggins, Tooley, Christopher, & Bernard, 2008） を
用いて測定）との相関係数を，他方のノスタルジア
とジェンダーを統制して算出している。その結果，
個人的ノスタルジアの感じやすさとレジリエンスの
間には有意な相関係数はみられず（r=-.07, p=.393），
予期的なノスタルジアの感じやすさとレジリエンス
との間には有意な負の相関が示された（r=-.28, 
p=.001）。一連の研究結果をもとに，個人的ノスタ
ルジアの感じやすさと予期的なノスタルジアの感じ
やすさの間には中程度の正の相関があるものの
（r=.61, p<.001），その他のパーソナリティや感情状
態との関連のし方などから，両者は異なる性質を持
つものと考えられ，今後は予期的なノスタルジアに
ついても研究を進めていく必要性があることを示し
ている。
　また，ノスタルジアとレジリエンスの関連につい
ては，孤独感がレジリエンスを介してソーシャルサ
ポートの知覚を高める過程について検討したZhou, 
Sedikides, Wildschut, & Gao（2008）のstudy4にお
いても触れられている。ここでは，孤独感がノスタ
ルジアを喚起する程度が，レジリエンスによって異
なることを示している。すなわち，レジリエンスの
高い人は低い人に比べて，孤独感が高まった時に，
よりノスタルジアが高く喚起されやすい。そして喚
起されたノスタルジアによりソーシャルサポートの
知覚が高められるという。ノスタルジアは，日常の
中で孤独感が高まった際，親しい人からのソーシャ
ルサポートをもらうなど孤独感への有効な対策がす
ぐに取れない場合の代替策として機能すると考えら
れているが，レジリエンスの高い人は，低い人と比
べ，こうしたノスタルジアの機能をより有効に使用
しているといえるという。さらにZhou, Sedikides, 
Wildschut, & Gao（2008）は，レジリエンス以外に
も，ハーディネス（hardiness）（Kobasa, Maddi, & 
Kahn, 1982），ポジティブ感情（Fredrickson & 
Losada, 2005），self-compassion（Leary, Tate, 
Adams, Allen, & Hancock, 2007）などの高い個人
においても，孤独感に対抗してノスタルジアの活用
ができている可能性があるのではないかとの見方を
示している。
　これらのことから，ノスタルジアとレジリエンス
との関連について，通常の状態においては，ノスタ
ルジアの感じやすさとレジリエンスには相関関係が
あるわけではないが，孤独感などの心理的な脅威が
高まっている状況においては，レジリエンスの高さ
はノスタルジアの高まりやすさと関連するといえよ
う。
まとめ
　本稿では，個人的ノスタルジアに関する心理学的
研究について，ノスタルジアの文化間，国間での共
通性に関する研究，ノスタルジアの神経学的な基盤
に関する研究，ノスタルジアが「心理的なリソース」
として心理的なwell-beingや精神的健康にもたらす
効果に関する研究，ノスタルジアとレジリエンスの
関連についての研究を概観し得られた知見を整理し
た。
　今後の研究の展開に関して，これまで，イギリス
や中国語圏を中心に，心理的なwell-beingや精神的
健康におけるノスタルジアの機能についての実証的
研究が行われてきたが，より広い文化圏での検討や，
ジェンダーや年齢層による違いについても明らかに
していく必要が指摘されている（Wildshut, Sedikides, 
& Cordaro, 2011）。この点について，日本人を対象に，
ノスタルジアの機能（ポジティブ感情の生起，自尊
感情の向上，人生の意味づけ）を検討した長峰・外
山（2016）では，これらの機能は明示されなかった
という結果が報告されており，ノスタルジアの定義
のし方や文化的背景，および研究手法等について再
考した，さらなる研究が求められることを指摘して
いる。
　また，ノスタルジアは日常生活の中でも比較的頻
繁に経験されるものであり，なつかしい写真や音楽
などに意図的に触れてノスタルジアを喚起しようと
することもある。こうした日常生活の中での自発的
な使用についての検討も行われるべきであろう。さ
らに，レジリエンスの臨床への応用として，高齢者
を対象とした回想法やレミニセンスの効果につい
て，レジリエンスの観点からのメカニズムの解明や，
より良い実践方法への示唆が求められるなど（瀧川，
2014），臨床的応用についてのニーズも高く，今後
の展開の重要な領域の一つといえる。
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れているが，レジリエンスの高い人は，低い人と比
べ，こうしたノスタルジアの機能をより有効に使用
しているといえるという。さらにZhou, Sedikides, 
Wildschut, & Gao（2008）は，レジリエンス以外に
も，ハーディネス（hardiness）（Kobasa, Maddi, & 
Kahn, 1982），ポジティブ感情（Fredrickson & 
Losada, 2005），self-compassion（Leary, Tate, 
Adams, Allen, & Hancock, 2007）などの高い個人
においても，孤独感に対抗してノスタルジアの活用
ができている可能性があるのではないかとの見方を
示している。
　これらのことから，ノスタルジアとレジリエンス
との関連について，通常の状態においては，ノスタ
ルジアの感じやすさとレジリエンスには相関関係が
あるわけではないが，孤独感などの心理的な脅威が
高まっている状況においては，レジリエンスの高さ
はノスタルジアの高まりやすさと関連するといえよ
う。
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関連についての研究を概観し得られた知見を整理し
た。
　今後の研究の展開に関して，これまで，イギリス
や中国語圏を中心に，心理的なwell-beingや精神的
健康におけるノスタルジアの機能についての実証的
研究が行われてきたが，より広い文化圏での検討や，
ジェンダーや年齢層による違いについても明らかに
していく必要が指摘されている（Wildshut, Sedikides, 
& Cordaro, 2011）。この点について，日本人を対象に，
ノスタルジアの機能（ポジティブ感情の生起，自尊
感情の向上，人生の意味づけ）を検討した長峰・外
山（2016）では，これらの機能は明示されなかった
という結果が報告されており，ノスタルジアの定義
のし方や文化的背景，および研究手法等について再
考した，さらなる研究が求められることを指摘して
いる。
　また，ノスタルジアは日常生活の中でも比較的頻
繁に経験されるものであり，なつかしい写真や音楽
などに意図的に触れてノスタルジアを喚起しようと
することもある。こうした日常生活の中での自発的
な使用についての検討も行われるべきであろう。さ
らに，レジリエンスの臨床への応用として，高齢者
を対象とした回想法やレミニセンスの効果につい
て，レジリエンスの観点からのメカニズムの解明や，
より良い実践方法への示唆が求められるなど（瀧川，
2014），臨床的応用についてのニーズも高く，今後
の展開の重要な領域の一つといえる。
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